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1「没後二百年山東京伝展」について
二又
　淳
*
江戸戯作界の第一人者であった山東京伝は、文化十三
年（一八一六）年九月六日、胸痛の発作を起こし、翌七日未明に脚気衝心のため五十 歳で没した。平成二十八年（二〇一六）は、京伝没後二百年にあたる。
　　　
平成二十八年度日本近世文学会春季大会が、五月十四
日・十五日に 治大学リバティホールにおいて開催されたのに合わせて、明治大学中央図書館ギャラリー 、 「没後二百年
　山東京伝展」 （五月十四日～六月三十日）が開催
された。パンフレット・展示リスト・展示の様子は、中央図書館ウェブサイト（図書館について→展示情報）をご覧いただきたい。
明治大学図書館所蔵の京伝資料は、明大OPAC（明
大蔵書検索）で検索できる。水野稔旧蔵書購入を契機とし
て創設された「江戸文藝文庫」とそれ以前から図書館に所蔵されていた資料とに大きく分けられる。 「江戸文藝文庫」は、そののち、抱谷文庫資料や新収資料を加えている。
水野本の目録は、 水野稔『江戸文芸とともに』 （二〇〇二
年八月、ぺりかん社）の巻末付録として、 「旧蔵和書目録」が備わる。
また、明治大学図書館紀要『図書の譜』に、内村和至を
中心とする諸氏の連載が継続されている。
第五号（二〇〇一年三月）内村和至「江戸文藝文庫の創
設に寄せて―水野稔旧蔵書由来―」
第六号（二〇〇二年三月）内村和至「 「江戸文藝文庫」
蔵書解題（一）〇水野稔旧蔵書―洒落本・同参考本・細見〇補遺・明大本洒落本」
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ా』は、水野ઌੜが洒落本『૯ធ』とのؔ連で௕
らく஫目されていた作඼で、水野稔『山東京伝のԫදࢴ』（一九七六年九月、༗ޫ書๪） 、水野稔解題『大東ٸه೦文庫ળ本૓ץԫදࢴू』 （一九七六年一二月、ټݹ書Ӄ） 、水野稔ߍ஫『新日本ݹయ文学大ܥถᰴ಄࢝࢓ݒ文庫ੲ࿩Ҵ࠺දࢴ』 （一九九〇年二月、ؠ೾書ళ）で܁りฦし঺հされた作඼であった。
׮੓վֵ以߱の京伝ԫදࢴは、かͳり๛෋に明大図書館
に所蔵される。その中でも、ڗ和二年（一八〇二）ץ『௨
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ớר಄Χϥồࣸਅ̎Ờ
は、ԣ௕の大ܕํܗ
ֆ題ឆ・දࢴԼ෦には਌ݘ一ඖ子ݘ二ඖとྡに「খさつศ༻」と࡮られており、্Լを合わせてදࢴશମを一ຕֆとしてؑ৆できるߏ図とͳっている。いわ͹合巻の੆付දࢴの様ࣜのさきがけともい͏΂きもので、૲૒ のදࢴのมભを考える্でوॏͳものである。
そのଞ、京伝とؔわりのਂい作者ۂ௾അۏの作から、׮
੓八年（一七九六）ץ『四
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』を展示した。前者は
京伝の心学ものԫදࢴの四ฤ目 ໏ଧった作、後者 京伝
ళにऔࡐ・એ伝した作である。
ᶄ洒落本は、水野ઌੜがもっともྗを入れてݚڀされた
分野であった。水野本と旧来からの明大図書館蔵書とを合わせて京伝洒落本のળ本が਺ଟく所蔵されている。その中から、水野稔「京伝洒落本の京山஫ه」 （ 『江戸文芸とともに』 ）で঺հされた、京伝のఋ山東京山のࣝޠ・गච 入れのある五作඼を中心に 洒落 のす΂てをおおΉͶ展示できたとࢥ͏。ͳお、 パンフレット解આは、௕ా和໵氏 ࣥචをおئいした。هしてײँਃ ্͛る。
ᶅ٢ݪ細見は、٢ݪでの一ன໷の༡ͼをඳくことをج
本とした洒落本とؔわりがਂいもの。٢ݪ༡ঁ ໊寄せであり、٢ݪ༡ͼのΨイυブッΫ もある 本展示では、ఱ明三年（一七八三）春（ݸ人蔵） ・ఱ明五年春・׮੓五年（一七九三） 春の٢ݪ細見と、 ఱ明五年ץの京伝ஶの੆෺ 「٢ݪ新୐ී੥ʗ༡܅࠲ෑਖ਼֥ࣸ խࣨ（さ の かΉΖ） 」（ݸ人蔵）を展示した。
ᶆڰՎは、ఱ明三年ץの『ڰ
ㆌ㇟ㆄㆉ㆗
Վࢣ細
㆕ㆂ㆐㇓
見』が௝本である。
水野本にΑるෳ੡本が、Ֆ࡙ உฤ『ఱ明ظ٢ݪ細見ू』（一九七七年二月、近世෩ଏݚڀ会）で作成され、同ෳ੡本にΑるॖখӨҹが、中野三හଞߍ஫『新日本ݹయ文学大ܥ৸ࠍઌੜ文ूڰՎ࠽蔵四ूํのあか』 （一九九三
2
第七号（二〇〇三年三月）内村和至「 「江戸文藝文庫」
蔵書解題（二）〇水野稔旧蔵書―ಡ本」
第八号（二〇〇四年三月）౉ล޷ٱࣇ・内村和至「 「江
戸文藝文庫」蔵書解題（三）〇水野稔旧蔵書―ࢻՎྨᶗ」
第九号（二〇〇五年三月）ࠤഢ和߳子・内村和至「 「江
戸文藝文庫」蔵書解題（四）〇水野稔旧蔵書―ޚՀ૲子・Ծ໊૲子・ු世૲子」
第十一号（二〇〇七年三月）内村和至「 「江戸文藝文庫」
蔵書解題（五）水野稔旧 ˕ஊٛ本・ᄉ本・׈ܤ本」ݪಓੜ「 「江戸文藝文庫 蔵書解題（六）˓抱谷文庫旧蔵書（その一）―せり;ਖ਼本ྨ」
第十二号（二〇〇八年三月）内村和至「 「江戸文藝文庫」
蔵書解題―水野本
　その六―˕山東京伝のԫදࢴ」
第十三号（二〇〇九年三月）内村和至「 ụ江戸文藝文庫Ủ
展について―֮書෩に―」
第十二号からは、内村氏を中心とする江戸文藝文庫બ
ఆҕһ（分Պ）会にΑる「 「江戸文藝文庫」新収書目一覧」と内村氏の資料঺հがܝ載されている。
本展示は、 京伝の作඼を、 ᶃ「ԫදࢴ」ᶄ「洒落本」ᶅ「٢
ݪ細見」ᶆ「京伝とڰՎ」ᶇ「合巻」ᶈ「京伝のಡ本」ᶉ
「京伝の׈ܤ本」ᶊ「ֆ本」ᶋ「考ূਵච」ᶌ「伝ه」ᶍ「ࣗචもの」ᶎ「໾者ֆ」のॱにݸ人蔵本を;くめて八十九఺ग़඼展示した。そのॱংで、明大図書館の京伝資料のಛ৭と஫目す΂き作඼を঺հする。
ᶃԫදࢴは、水野本の҆Ӭ九年（一七八〇）ץ『່
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』を第一൪目に展示した。水野本は࢒೦ͳ
がら第一ஸ目をܽくもの 、中巻ֆ題ឆが備わる。巻末十五ウに「京伝戯作」の四文ࣈが四֯の中にҹষ෩に഑されるが、このখさͳ四文ࣈが、京伝のච໊ॳग़ ある。この世に「京伝」の二文ࣈがあらわれたॳめである。ࣥච࣌、京伝は十九歳であった。
ԫදࢴの࠷੝ظで、京伝の໊作が਺ଟくग़たのは、続
くఱ明（一七八一～八九）ظであるが、その࣌ظのԫදࢴは明大図書館に 所蔵がগͳい。ఱ明五年（一七八五）ץ『江
ㆆㆩㆄㆾ㇌
戸ੜԒ
ㆄ㇏ㆌㆮ
気א
ㆉㆰ
ম㇄ㆌ
』は、ԫදࢴの໊作であるが、明大本は
後੆本であり、中央図書館の「図書の文化࢙」展で展示される機会もଟいことから、ࠓճは展示か はলいた。
ఱ明末ظから、׮੓（一七八九～一八〇一）ॳظにかけ
ては、ֆ題ឆを׬備したݪ૷をอつঢ়ଶのΑい本がいくつかあったので、その中から、ఱ明七年（一七八七）ץ『三
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ےҢ٬
ㆌ㇝ㆎㆮㆌ
気২
ㆄㆆㆠ
ా』 、׮੓ݩ年（一七八九）ץ『
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情
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5ฤ・二ฤの二࡭がوॏである
ớר಄Χϥồࣸਅ̏Ờ
。二ฤ
には『༏ಶ՚෺ޠ』と同様に、 「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがష付される。三ฤをܽくものの、දࢴ・題ឆ・෧੾ࢴ・本文す΂てඒしいঢ়ଶをอっている。ॳҹの࠷ળ本といえΑ͏。ྛඒ一ߍగ 江戸戯作文庫ෲےѭເੴ』 （一九八四年一一月、Տग़書๪新社）では、後ҹ本でӨҹ຋ࠁされているが、 同͡くྛඒ一ߍగ『江戸戯作文庫࠲ෑ藝஧ਉ蔵』（一九八五年一二月、Տग़書๪新社） 「 『ෲےѭເੴ』補遺・గਖ਼」には、ఱཧ図書館所蔵本にΑり、ॳҹ本のදࢴ・題ឆ、二ฤのং文 هの࡟আՕ と巻末޿ࠂのҟ同 ঺հされている。ఱཧ図書館所蔵本のखζレのਙだしいॳฤの題ឆの文ࣈも、 明大本でははっきりと֬ೝできる。ॳฤは 「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがࣦわれているが、දࢴӈݞに、に「三百三十二」 二ฤ 「三百三十三」 連続 た൪号がग書されていること എのԼ෦に「ᅳ文」 ه載のあるԫ৭い図 ラϕルがష付されていることΑり、 「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがあったものとΈてؒҧ ͳい。ॳฤ දࢴはᒵ৭、二ฤのදࢴは๖ԫ৭で、それͧれパリッとしたදࢴでશくർれのͳいඒ本である。ቲཪには「
41.8.22
大
԰
⼟
（શ
2࡭）
6,900
」とԖච書きされている。
ఱ明四年（一七八四）ץ『খ
㆓㇂㇓㆖ㆂ
໲ࡋ』 、ఱ明六年ץ『খ
㆓㇂㇓
໲
新㆗㇓ㆽㆄ
๏』 、׮੓二年（一七九〇）ץ『খ
㆓㇂㇓
໲խ
ㆋ㇏
࿩』は、それͧ
れ京伝のσβイφーとしての࠽ೳのあ;れた׈ܤ図Ҋूである。これらもそれͧれঢ়ଶのΑいඒ本である。
׮੓六年ץ『ॳ
ㆯㆤ㇄ㆎ
໾ۚ
㆓ㆋㆭㆮ
ӊㆆㆼ㆗ㆄㆈ
๧子ڕ』は、十ฦࣷ一九のը޻
としてのॳ作。௱԰ॏ三࿠のも に৯٬とͳっていた࣌ظの十ฦࣷ一九がૠֆをඳいており、京伝と一九と௱ॏのؔ܎をࢥいඳくことのできる資料としてڵຯਂい。
ᶊֆ本は、ك本として஌られるڗ和四年ץ（一八〇四）
ץ『ֆ
ㆆㆻ㇓
本ๅ
㆟ㆉ㇉ㆮ
七ㆪㆪㆎ㆕
छ』を展示した。ࠃ会図書館蔵本とଞ一本
しか所ࡏの஌られͳいものである。
ᶋ考ূਵචは、京伝後൒ੜのライフϫーΫであり、൩年
の京伝は戯作Αり学ڀతͳ考ূՈとしての׆ಈにॏきをஔいていた。࢒೦ͳがら、文化ݩ年ץ『近
ㆌ㇓㆛ㆂㆌ㆛ㆌ㆓ㆄ
世ح੻考』 、文化
十一年・十二年ץ『ࠎ
㆓㇜ㆨㆄ㆗㇞ㆄ
౹ू』は明大図書館蔵書にͳいので、
ݸ人蔵本を展示した。また、水野本『ແ
㇀ㆎㆂ㆓ㆄ
޶ҥ考』は、京山
が京伝の遺ߘ ൘ࠁ て஌༑のؒに഑ったࢲ 本 、前二書Αり伝本はগͳい。
ᶌ伝هとして、内村和至「ࣸ本『戯作六Ոક』に
ついて」 （ 『図書 譜』第十五号）でৄ細ͳ঺հのある『戯
㆒㆕ㆎ㇍㇜ㆉ㆛㇓
作六Ոક』と、野࡚ࠨ文のۘ௚ͳ書ࣸがҹ৅తͳ
『ҏ
ㆂ㇏ㆧ㇂ㆮㆌ
೾伝ໟ೫ه』を展示した
ớࢀߟਤ൛
1Ờ。ࠨ文の᪎文を
4
年七月、ؠ೾書ళ）に収録されている。ศརにར༻できるΑ͏にͳったものの、 ץ本は水野本しか঺հされていͳい。『ࠃ書૯目録』 （ࠃ文学ݚڀ資料館日本ݹయ੶૯合目録σーλϕース）では、൛本所蔵ઌは「ࡩ山」のΈである。ਂ୔ळஉ「 『ࡩ山文庫目録和書೭෦』 （্） （ 『近世ॳظ文芸』第
25号、二〇〇八年一二月）には、 「ڰՎすきや෩࿊ץ
一࡭「ݹ޷௾蔵本」ڰՎࢣ細見ץ一࡭「ʐ্」 」
とある。 「ݹ޷௾蔵本」の蔵書ҹのある水野本は、もとはࡩ山文庫旧蔵本であったわけで、それがݹ書ᡕのखを௨͡て水野ઌੜの購ٻされるとこΖとͳった（ቲの内ଆには大԰書๪の஋ࡳがషり付けられている 。ݱଘ།一本と考えてΑいであΖ͏。ͳお、্ड़ෳ੡本では、ং文一ஸΦϞテの「ݹ޷௾蔵本」の蔵書ҹはফڈされているが、 『図書の譜』第八号ޱֆに、見ฦし・ং文のࣸਅがܝ載され「ݹ޷௾蔵本」のҹも֬ೝできる。ମࡋ・内༰す΂てが、ఱ明三 ٢ݪ細見のパϩσィー あ ので、ൺֱରর きるΑ͏にฒ΂ることができたのは、ͻそかͳتͼであった。
ᶇ合巻は、明大図書館蔵書は࣭ྔともにॆ࣮している。
水野本の文化七年（一 一〇）ץ本の『ࢳ
ㆂㆨ
ࡩ㆖ㆎ㇉
本ㆻ㇓ㆡ㇟ㆄ
ே文
ㆶ㇓
ਮ㆚ㆂ
』
のߍ合本は、൛本のग़൛աఔを考える্でوॏͳも であるが、 ৄ細 パンフレットにৡる。同一λイトル 作඼が、
൒ࢴ本の্ࢴ੆のಛ੡本・中本合巻࢓ཱての੆付දࢴ本・中本ԫදࢴ࢓ཱての྿Ձ本と、三छの૷గでग़൛されるのが、この࣌ظの合巻のಛ௃である。その఺にもཹҙして展示作඼をબఆした。また、ଞ作者の作඼ͳがら、水野本のΈが஌られる文化八年（一八一一）ץの京山作『ౕ
㇄㇜㆓
উㆉㆤ㇄ㆾ
山Ѫ
㇀
ۄ㆙㇁
୮㆟㇓㆜㇓
前』と、ԫදࢴ『ת೜ାॹʒળۄ』のӨڹ作として、
文੓四年（一八二一）ץのු世تָ（ڮ本ಙළ） 『山
㆕㇓
ಎㆨㆄ㇊㇞ㆄ
ྲྀѱ
ㆀㆎㆠㆾ
ۄڰ
ㆌ㇟ㆄ㆒㇓
ݴ』を展示した。ͳお、 「 「江戸文藝文庫」蔵
書解題」の合巻解題が׬成して、水野本の合巻の֓要がఏ示されるのをظ଴したい。
ᶈಡ本は、水野本の文化ݩ年（一八〇四）ץ『༏
ㆄㆩ㇓㆒
ಶ՚
෺㇂ㆮㆋ㆟㇊
ޠ』がݱଘ࠷ળ本としてつとに஌られている。֤࡭දࢴ
に「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがష付されており、平戸দӜՈ（দӜ੩山） の旧蔵書。 『山東京伝શू』 第十五巻 （一九九四年一月、ぺりかん社） ・
 大ߴ༸࢘『ಡ本ળ本૓ץ
 ༏ಶ՚෺
ޠ』 （二〇〇一年八月、和ઘ書Ӄ）のఈ本であり、 『図書の譜』第五号ޱֆ は、දࢴの図൛も঺հされている 同第七号、内村和至「 「江戸文藝文庫」蔵 解題（二）〇水野稔旧蔵書―ಡ本」の水野稔ࣗච『購入和書֮ா』には、 「ত和三八年一〇月、大԰書ళ、四五〇〇ԁ とある由である。
ᶉ׈ܤ本は、文化七年（一八一〇）ץ『ෲ
ㆯ㇉㆙㆘ㆈㆄ㇀㆛ㆌ
ےѭເੴ』ॳ
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。二ฤ
には『༏ಶ՚෺ޠ』と同様に、 「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがష付される。三ฤをܽくものの、දࢴ・題ឆ・෧੾ࢴ・本文す΂てඒしいঢ়ଶをอっている。ॳҹの࠷ળ本といえΑ͏。ྛඒ一ߍగ 江戸戯作文庫
　
ෲےѭເੴ』 （一九八四
年一一月、Տग़書๪新社）では、後ҹ本でӨҹ຋ࠁされているが、 同͡くྛඒ一ߍగ『江戸戯作文庫
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（一九八五年一二月、Տग़書๪新社） 「 『ෲےѭເੴ』補遺・గਖ਼」には、ఱཧ図書館所蔵本にΑり、ॳҹ本のදࢴ・題ឆ、二ฤのং文 هの࡟আՕ と巻末޿ࠂのҟ同 ঺հされている。ఱཧ図書館所蔵本のखζレのਙだしいॳฤの題ឆの文ࣈも、 明大本でははっきりと֬ೝできる。ॳฤは 「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがࣦわれているが、දࢴӈݞに、に「三百三十二」 二ฤ 「三百三十三」 連続 た൪号がग書されていること എのԼ෦に「ᅳ文」 ه載のあるԫ৭い図 ラϕルがష付されていることΑり、 「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがあったものとΈてؒҧ ͳい。ॳฤ දࢴはᒵ৭、二ฤのදࢴは๖ԫ৭で、それͧれパリッとしたදࢴでશくർれのͳいඒ本である。ቲཪには「
41.8.22
大
԰
⼟
（શ
2࡭）
6,900
」とԖච書きされている。
ఱ明四年（一七八四）ץ『খ
㆓㇂㇓㆖ㆂ
໲ࡋ』 、ఱ明六年ץ『খ
㆓㇂㇓
໲
新㆗㇓ㆽㆄ
๏』 、׮੓二年（一七九〇）ץ『খ
㆓㇂㇓
໲խ
ㆋ㇏
࿩』は、それͧ
れ京伝のσβイφーとしての࠽ೳのあ;れた׈ܤ図Ҋूである。これらもそれͧれঢ়ଶのΑいඒ本である。
׮੓六年ץ『ॳ
ㆯㆤ㇄ㆎ
໾ۚ
㆓ㆋㆭㆮ
ӊㆆㆼ㆗ㆄㆈ
๧子ڕ』は、十ฦࣷ一九のը޻
としてのॳ作。௱԰ॏ三࿠のも に৯٬とͳっていた࣌ظの十ฦࣷ一九がૠֆをඳいており、京伝と一九と௱ॏのؔ܎をࢥいඳくことのできる資料としてڵຯਂい。
ᶊֆ本は、ك本として஌られるڗ和四年ץ（一八〇四）
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本ๅ
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七ㆪㆪㆎ㆕
छ』を展示した。ࠃ会図書館蔵本とଞ一本
しか所ࡏの஌られͳいものである。
ᶋ考ূਵචは、京伝後൒ੜのライフϫーΫであり、൩年
の京伝は戯作Αり学ڀతͳ考ূՈとしての׆ಈにॏきをஔいていた。࢒೦ͳがら、文化ݩ年ץ『近
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౹ू』は明大図書館蔵書にͳいので、
ݸ人蔵本を展示した。また、水野本『ແ
㇀ㆎㆂ㆓ㆄ
޶ҥ考』は、京山
が京伝の遺ߘ ൘ࠁ て஌༑のؒに഑ったࢲ 本 、前二書Αり伝本はগͳい。
ᶌ伝هとして、内村和至「ࣸ本『戯作六Ոક』に
ついて」 （ 『図書 譜』第十五号）でৄ細ͳ঺հのある『戯
㆒㆕ㆎ㇍㇜ㆉ㆛㇓
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ㆂ㇏ㆧ㇂ㆮㆌ
೾伝ໟ೫ه』を展示した
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1Ờ。ࠨ文の᪎文を
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年七月、ؠ೾書ళ）に収録されている。ศརにར༻できるΑ͏にͳったものの、 ץ本は水野本しか঺հされていͳい。『ࠃ書૯目録』 （ࠃ文学ݚڀ資料館日本ݹయ੶૯合目録σーλϕース）では、൛本所蔵ઌは「ࡩ山」のΈである。ਂ୔ळஉ「 『ࡩ山文庫目録和書೭෦』 （্） （ 『近世ॳظ文芸』第
25号、二〇〇八年一二月）には、 「ڰՎすきや෩࿊ץ
一࡭「ݹ޷௾蔵本」ڰՎࢣ細見ץ一࡭「ʐ্」 」
とある。 「ݹ޷௾蔵本」の蔵書ҹのある水野本は、もとはࡩ山文庫旧蔵本であったわけで、それがݹ書ᡕのखを௨͡て水野ઌੜの購ٻされるとこΖとͳった（ቲの内ଆには大԰書๪の஋ࡳがషり付けられている 。ݱଘ།一本と考えてΑいであΖ͏。ͳお、্ड़ෳ੡本では、ং文一ஸΦϞテの「ݹ޷௾蔵本」の蔵書ҹはফڈされているが、 『図書の譜』第八号ޱֆに、見ฦし・ং文のࣸਅがܝ載され「ݹ޷௾蔵本」のҹも֬ೝできる。ମࡋ・内༰す΂てが、ఱ明三 ٢ݪ細見のパϩσィー あ ので、ൺֱରর きるΑ͏にฒ΂ることができたのは、ͻそかͳتͼであった。
ᶇ合巻は、明大図書館蔵書は࣭ྔともにॆ࣮している。
水野本の文化七年（一 一〇）ץ本の『ࢳ
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のߍ合本は、൛本のग़൛աఔを考える্でوॏͳも であるが、 ৄ細 パンフレットにৡる。同一λイトル 作඼が、
൒ࢴ本の্ࢴ੆のಛ੡本・中本合巻࢓ཱての੆付දࢴ本・中本ԫදࢴ࢓ཱての྿Ձ本と、三छの૷గでग़൛されるのが、この࣌ظの合巻のಛ௃である。その఺にもཹҙして展示作඼をબఆした。また、ଞ作者の作඼ͳがら、水野本のΈが஌られる文化八年（一八一一）ץの京山作『ౕ
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前』と、ԫදࢴ『ת೜ାॹʒળۄ』のӨڹ作として、
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ݴ』を展示した。ͳお、 「 「江戸文藝文庫」蔵
書解題」の合巻解題が׬成して、水野本の合巻の֓要がఏ示されるのをظ଴したい。
ᶈಡ本は、水野本の文化ݩ年（一八〇四）ץ『༏
ㆄㆩ㇓㆒
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෺㇂ㆮㆋ㆟㇊
ޠ』がݱଘ࠷ળ本としてつとに஌られている。֤࡭දࢴ
に「平戸ൡ蔵書」の蔵書ථがష付されており、平戸দӜՈ（দӜ੩山） の旧蔵書。 『山東京伝શू』 第十五巻 （一九九四年一月、ぺりかん社） ・
 大ߴ༸࢘『ಡ本ળ本૓ץ
 ༏ಶ՚෺
ޠ』 （二〇〇一年八月、和ઘ書Ӄ）のఈ本であり、 『図書の譜』第五号ޱֆ は、දࢴの図൛も঺հされている 同第七号、内村和至「 「江戸文藝文庫」蔵 解題（二）〇水野稔旧蔵書―ಡ本」の水野稔ࣗච『購入和書֮ா』には、 「ত和三八年一〇月、大԰書ళ、四五〇〇ԁ とある由である。
ᶉ׈ܤ本は、文化七年（一八一〇）ץ『ෲ
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1ݪץຊͱߍగຊ
ਆୋಙ治
*
『図書の譜』 （第
20号、二〇一六年、三月）に本学図書館
所蔵の、江戸ظのץ本『ݯ氏෺ޠ』 （ঝԠ三年ừỬ京౎八ඌצฌӴץ）のඒೱ൛を༻いて、౜୅の大ࢻ人നډқの作඼ू、 『文ू』のৼりԾ໊が、 ợもん͡;Ụではͳく、ợͿんし;Ụであることを঺հした。ࠓճは、江戸後ظの文人ඌ࡚խՅのஶ書『百人一ट一༦࿩』にܝ載されている、『ന氏文ू』のৼりԾ໊をऔり্͛、 ợ文ूỤの本来のಡΈํを検౼することにする。このࡍ、ݪץ本とߍగ本（ؠ೾文庫ݹ઒ٱ）をར༻して文ूのಡΈํを࠶検౼してΈることにする。
ݪץ本には本文ٴͼૠしֆにܭ六か所の「ന氏文ू」の
書໊がܝ載されている。ץ本には、 ஸ਺がهされていͳい。ච者がこの度఺検したஸ਺である。
一、
 この࣌、ന氏文ूۇかに一෦౉りて（̿
120）
ץ本、巻二 二十ஸのཪ
二、
 ന氏文ूのԏ子࿖中ૼ月໷ळ来୞ҝ一人௕、とい͏ࢻ۟にΑりてӵまれたるͳる΂し（̿
186）
ץ本、巻三、 八ஸのද
三、すͳはち、ന氏文ूに入りたり。 （̿
418）
ץ本、巻五、 三十一ஸのද
四、ന氏文ूにもそのことあり。 （̿
398）
ץ本、巻七、 四十五ஸのཪ
五、ঘࣃ会はന氏文ूのझき（̿
153）
ץ本、巻七、 四十七ஸのཪ ૠしֆܝ載 書໊
六、ന氏文ूにڰՎあり。 （̿
246）
ץ本、巻九、 四ஸのཪૠしֆܝ載の書໊
6
঺հしておく。
　
　
ࠑ書題して「ؠၚໟ೭ه」とい;。ۂ௾അۏጠ໊を以てଖ༑๭のҝめに௲りᢛ΁しものとͧ。文中、҉ʑཫに京ၚをᩫ ࣗՈ（അۏ）を৆༲したるが೗きᑍあり。घに京山が๢ܑの を৐औりて、ଖᇮをٮ଴したる一هࣄのごときは、ଠく京山をして฀ౖせしめたるものとお΅しく、京山また、ଖ෮़と ࣗஶ「஖ᥨ೭ࢳ巻」にԙてචをۃめてഅۏ ෆಙをあ͹き ࠑࣄはఱຬٶもর覧あれ、いつはりにはあらͣとෟهせり。ᙛ࣌戯作者ؒのޓに૬ᘃϛ、૬ᮝ΁るさま૝;΂し。
ֈのՈのある͡౽ࣸኂه「ࠨ」 「文」 （गҹ）
ᶍࣗචものとᶎ໾者ֆは、ݸ人蔵の୹࡭・࣠・ϚΫリと
໾者ֆを展示した。ごڠྗいただいた୨ڮਖ਼തઌੜとؠాलߦઌੜにްくޚྱਃし্͛た 。
これからも「江戸文藝文庫」は、新収資料を加えてॆ࣮
発展するものとࢥわれる。京伝資料にؔしても、諸ઌੜがたのごਚྗにΑり、࣭ྔともにॆ࣮してはいるものの、ख
ബͳ分野があることも֬かである。このたͼの展示を契機として、ͳお一૚の発展をئってやまͳい。
▽
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